









II 調布i雲行努r:J~JÇ子iーと 2000 11'の少年法改正
(1) 潟布駅潟Iこ1本件、i者淡とf詳説iJ)対応






ないj と規定している c これは， JfU事判決(千eJ;Jflまたはj!l(V!l)が確定し
については持度の刑事訴追(汚起訴)~許さない趣旨 37明らかにしたもので












いう形を?とったj ものであるとし(最大将昭和 24年 5n 18日別条 3巻 6号 796
1入「元来一事不再思の原知は，何人も閉じ犯行について，ニ度以上界の有
無に関する裁判を受ける危険に曝さるべきものではないという，根オネ本=又;忠思、想想、{にこ
基〈 こと{はま言言‘うをまTたこ白j としている (l綬l浸毛Uブ大三寸;:'1芋判，司引サi昭Il!討和 2お5f年ドヲ!河=J27日刑集4巻 9汚



















決をしなければならず(札線高利昭和 3i年 8月21臼お}fljUi 15巻6号4i3頁)，家
庭裁判所に再送致された場合には，審判条件の欠如を理由として審特不開始
決定 (19条l演前段)または不処分決定 (23条2攻前段)をしなければならない
(協同家決昭和45:fF -1fJ 3日家庭裁判月議;(22巻 10号1201'[，大阪三表決1読者1-16if 2月15



































民日(有斐i品]， 19i8 {手)， 1':1)良tfi弓 5…喜河、将Jfilの研究(EI本評論詰_， 1ヲ86l'ド〉
が‘依然として有f誌である
わ たとえば，只木誠符停委主品告の研究 Ctli訂!;お(成文没‘ 2009;n221 頁以下参照C





4) J犯行の 46条:ふ 2000年の少年法改正(平成 12{F法律 142号)にwって改正され
たものである一以下， 2000:(1'改正前のめ条ミ子治す場合{こは，九日 46条j と表記し，






































































5) 森口1砂j*誘致:?日本3立法主主終全UU9大正少年法 (1ご).1(f設11'J:， 199-1年)945主。
なお，森fIl宗… f家居室裁判所と -JjJ不fl}恕… -ili減数大法廷判決をめぐってjシュリ
スト 326J，子(1965年)35:f以下， [支族ヨZ光 2 表選出銭-丹!絞少年法〔第 2)波丸(有
斐|主j，1984 '.ド)390 r:L 
ら) 玉栄11五tm虫1; 少年法(有斐閣、 19385ド)118頁。
ア) 浜芥:…犬伝か 5少年JH'Iニの処務(こfMJする実務 l'の誇[1'.j怒…夜認tjlf'f:-t'中心とし
て3可法研究毅f:tj.:-i}48絡 2-~子{司法研修所， 1996"i三)143 ft以下参照3
8) たとえば，今中送信 f少年係議事件における不告::f潔j家波紋半IJfJ叙4巻2号
(沙52{f-) 65 1ミ以下，入江主{三 f少年保護事件における若干の法律問緩J家庭裁判
月卒ft5去さ7分(汐53{F) 161"1以下。
9) 昭和 251['-10月出i夜全国少年係裁判官会同協議における室長庭局第 3â~!長の説明
(家庭裁判資料 16号122Wc 
10) たとえば，柏木千秋 f新少年法被説(改訂事r絞) (立千ぷlFlJi， 1951iド) 188:fL 
小野俊二 f保護処分をした後:こ発党した余苦手の審判による保護処分の実質的変受j
JfIJ法線総3巻-1~~子 (1953 年) 152 JL ITJ:ji二lE夫?少年保護事件と少年)fIjJjnj王子f:との
関係j気j法研究報告書6総 i刀(可法研修所， 195-1 iド)2ii:fi，火お:&"lJ:.少年三祭
、i司における ~~ff不得深j 司法研修所有130 ~J (196351') 153賞。
ll) たとえば，不}下型?封~保護処分の効力j 家庭裁判月報 6 巻 3~~' (1954年)Hf以
…ド， !卵滋\~笠次 5少年係議事件 lニヰヨげる不!対始・不処分決定{こ i返する研究j'司法研究
報T:Si;IF8瀦 11Ji子(司法研修T:Jf， 1960 {手)18i r[っ
12) 入U:-iI立掲il:8) 15 JL 








ミ持続問手[j36年度(法問会， 1962 iド)233支以下，沼紛Fff少年法 46条{こいう
祭2刊を経たJH'I二3のx主義J，マ祭研究 34巻8一号ト (1963年)1051'L :i!J:lIf:退 iMHi巴を
めぐる乙 3の|潟怨j家庭絞判月報29巻ng.(19ii年)20 J[， [ヨ]Ii妥ロ森問・前li¥i主
5) 393交以下， I当取祐司務'IJ-t'主主た事件3の2主義JfIlF;ttt綴?少年泣~'F1J例Èîi1!i，i
/ 
)]IJIIジ、ュリスト 147号(1998年)139 l'Ic 
J.!) fl 'Itn1:i r少年審判の不閥的決定と_'jC不可般の効力j悶・前潟注1)274 W以…ド。
なお.間)llì認「少年法務 lヲ条第 l 攻iの審判不 IJfJ始決定と一本不 flJ~Il O)効力 J r 1i*rらj
;J;'I'IJfr判例終説?刊守下街昭和140.:ド!支 (j公約会会， 1966:f.) 46}'L 狂1'V!;裕~~少年法










審判不開始決定をした(組JI家決昭和 35f 9汚 22H判例時十五 288号 30l'I)。この
{ふ家窓裁判所が刑語法規の違憲・無効合判断した唯一の事劉であると
われIGl，報告義務違反の処器規定喜子 とする大法廷判決(jf




第一審は，一事不:再理の趣詩からこれを免訴とし(lI!lJlI治判flfHl137 {l' 1 n 11 
E])，控訴審でも第一審の判断が維持された(礼総肉、j'ljlfj者J37 "ド 8I'J 21日出f続



































においても確立しているし(仙台家決昭和 595!o i n 11日家庭数料月報37巻4号68













扱いが認められているのも(東京高決昭和 46年6月訪日家庭芸文字IJFl報 24巻 2号
143封入このような理由によるつまた，年齢詐称等による場合を念頭に置い





































































16) li~尾治也「少年法と ~Ij}不丙慾 最高災Il{j'fl40 J'f-1月 281:1大法廷判決J 法学'
教室〈詰s2納)ジュザスト自IJIlt (1964 fF) 222 T'L 
12 
少年事件と一事不存25!の原則








家庭裁判月報38芸会2号(1986年)178交， Mi E8 ~m j'i1 i I~'î ðl.!.事実と一事不湾総効J E8 
宮綴 'riul封i主13)141 :l'L浅沼治 f少年守王子ドにおける…事不符怒j判1苅タイムズ切6
3子 (1999in 374支えよとご{訟;ふi.llt1jをも喜子定ずる兇終として，宮崎界「少年法と
人?初来路機能」家庭菜文学UPJ殺8巻3王子 (1956ff'.)19:1'ふ i主義滋チミ「議1何不開始決定
と ~m/fq写:f!i!J 法律のひろば 18 去さ ï~' (1ザ65年)31:l'L 夜間;給三郎?少年後刊に
おける非行事実認定(緩定)の法機能的Z主義 適正予絞論議によせてj 家庭裁判月
事長25巻 10Yj' (1守i3_{ド)521'[0 
19) なお，詩書ilについては， 1 flh íl予 f 少年f!í~議事{'j'(こ必げるー ヨII主将怒:こ関する該Ill
!選j家庭主主将FJ殺 54去さ 7号 (2002 {ド)13 1ミ以下ささ目立つ
20) このj誌につき，抗議・}流出注 11)188双，平均安治 f審判不1m始決定{こ…lJ不得
理の効力があるか…'-Il?-i干n40:f'. 4汚28日大法廷判ijとの検討jジュリスト 327-V!} 
(1965 if'.)的資奇佐藤.I吉凶注 18)31頁，佐渡{おれお衛門 f少年法務 46条の適JIl
範間についてJ 察学議終 18去さ 10y子(1965ff'.) 21}ミ以ド‘夜間;均三郎 f少年事件
(こ関する家庭i&'I'iJ月?の先議tp，;と保護約ftl'l授の効力 (2)~""'I!lお絞大法廷の事rr判例{こ
主寄せてj竺祭研究 37巻8サ(1966年)641ミ以下. [iJIs1喜ヱ宗主E8・(Jij1;.主5)369:1'L 




21) 漆~ff交滋?少年法入門〔第 41反(手i姿i弘 2008 iド)201 
22) 火石.lij出口:10) 1491"[J以下，平野総一「家庭裁判所。〉後、何不渋j始決定と守二
得王立努祭研究 37巻 10i} (1966手)123 f[以下，校]安';.jj立お注 14)2791"[以下，
289 f以下
23) 王子土器・前i1U主20)67夜以下コ荷主号として， 14ミI:JE汗if3E3さがlJf&とならないことを
耳l!lfとする少年法 19条 l項の主義利不開始決定と…不得怒の効力J判例評議 83'0ト
ド判例終報416ij'， 1965;手) 153 支以下、 iお *g\!-É!~ r少年法務 19条 l.ifiのをき料不開
始決定とミ手JJ'惑の効力j法学新報 73去さ 6'0' (19664) l3i N， }Ij村約「少年法
務 19条 1.fliの議、i毛利対始決定とー苦手不再怒の効力j法学論議 7守巻6号 (1966手〉
13 
1071'L松附iEi' I少年保綾子続と一事不持政の効力…一審判不問始・不処分決定をf




下，横井大三 f少年法 46条の一事不待望i!と後判不開始決iEJ1司 nドi訴裁判例ノート
(.1) (有斐閣，19i2iF) 225支2
25) 森rn宗一・前出注 5)36頁以ドc
26) i'l郷文tf~ :mtMliE泰「少年法第 19条lJsiの議判不開始決定と-:t:jJ不蒋理の効力j











が消滅したものとして不処分決定をしたものがある(倒附家決昭和 45fl~ .)月 3














































3 27条の 2第 1項にもとづく保護処分の取消しは，本来，成人または 14
歳オミi誌の者が年齢喜子詐称して保護処分に付された場合ぞ念頭に買いて3i)，
6次少年法改正(昭和 25年法律鈴引によって新設されたものである。そ
のため， 27条の 2第 1項にもとづいて取り出された保護処分決定について
は， 13 46条の適用宏明示的に否定しても ({j日n，行為者に特段の不利益は












18 f二I)fIJM~ 38去さりーサ 2805}'I‘ 員三一小;先手Ijx3今， 5JJ8U家!な殺、l'Ij}J~{43 巻りたらsm ，
本決定の基本的な態度喜子踏襲するものとなっている。














もあって， 1992年には f少年の保護事{牛{こ探る に関する法律J(い
わゆる少年補佼法)が制定され(平成 4:Eド法律8-Hサ)，少年保護事{牛において






















28) 家庭局 f法制議議会少年法部会議議状況j 家!庭裁‘I'IJ月卒IUi去さ7Jjチ(19i5年)li8 
笈以下c さらに， LIJEJW 少年率('Iニと一本不再現j'IIJ例タイムズ 25ヲ干子 (19il，<r)
73資， 1mヨ綴.n有tl:¥i主14)157頁(政治1悠二)，お田72;f司、処分決定と…本不{f}翌日
主力JE'Iさ編.fiHl¥i1 13) 145 J交。
29) なお，荒木flJt'1長i 不処分決定と熊本有Iif1!の安否j行察研究 62巻 6号(1991i:f) 
261室、斉藤j部会 r~l，行事災の不存在と少年への補償j 問 5少年ìt研究 l 適正予統と
誤判欽iJむ (1求文金， 1997 '.ド) 199 l'fi1 (8L 




32) 芥1:1長選 f少年法 27条の 2m 1項による{系議処分取消の時刻j刊訂合i主主判所特例
題字説刑事院昭和 59il:皮j(法初会， 1守88年)376 l'f，コlziS.AJ r少年法 27誌の 2tr~ 
1 Jfi!こいうけ三人:ニ対し若手'I'IJ燦のなかったこと…一公認め得るl明らかな資料を続た
:こ発見したとき3のな義ほかj出幻;五裁判所判例解説刑事総昭和 58年度J(法務会，
1987 "'j三)230交， Jp斐f子犬ほか Z少年;友会手の ~rý[)を己主lEする法律及び少年審判規HIJ
YJiの-1¥1ば了改正する製郊の解説{新法解説議;!FliJ (法開会， 2002 :q:) 168賞。
33) 所務官討会 f少年後判手続と二忽の危険の;禁止 Ij言・前出注目)234真。
34) たとえば， lìíj 盟Jf了三 f 司法福祉論と少年法j 加藤準 ÉÍÍ ほか綴幸~:司法誠 {Jl: の然
点j (ミネノレヴァ:書房， 1ザ例年)2 9 }~L fl~j[ i:告f.f:袋二「少年保護手続における…事不符
援の効力 不処分決定，審判不開始決定ー成，j[!.)JIf'I:を，，ト心としてJtL教法学49-1~' 
(19981F) 200頁以下
35) この関係について，斉藤・前出注 33)2391r[は， f[;li家主主jU、の分裂であり，著しく
妥当性を欠く j ものとしている G
36) たとえば，多田元 f認布駅南i二1袋容工jI{'I:の怠1Mミするものj 自rlと庇談 46宅金 l勾
(1995年)98頁，荒子大f!jl'lti 不処分決定と-[jJ不得耳Hの効力J，'i教法学42¥'} (1995 
均三)1281'L 









1993 3月 1Elの深夜， 5人の者が議布駅南口駅前路上で複数の若者~
され，被2害者のひとりが全治 3遊間を要する髄害を皇ったc 事件発生の 2カ
月後{こ， s少年の自在にもとづいて， sのほか， K， M， 1， C， H， Tの6
人の少年が逮捕され，東京家裁八王子支部に送致された。主義判においては，
S以外の少年は事件との関わりをナ強く否定したが，非行事実なしの不処分決



































































れる立場で決着ぞ見ていた(Ìl~7C'1'1J昭和 25 今: 3月15!l別立H 巻 3 ワー 3351~L 1誌火事j







































披露;索、i可決の検討! Ifu・前lii:I2守)207 Ji以-f，2141'[以孔 248ヨ以下，におし
いc さらに，丸山総犬 f少年i司法システムの影ー溺:{fi塁F!潟i二i守j:fj'J人間関係研究tiU
FIJ V'j (20(H i[ミ)49廷以下。
40) f'也β 土手設は，不定期別のね英立の筏過で;ぉl1l釈放の可能性があることや仮釈放に
ついても安携をぷi告とすることから，中IklJu'L説による5il)fJ(こ社t'l目的である。たとえ
ば， L;J務fi光 f不定泌総と不干Ij主主変更の祭I二j別法器t.i:I.;1之さ l号(lヲ501-') 133 fi 
以下， I匂1彩色認可ミ利主主変更祭I1ーのお01日J 総会特例統究JfU'JI訴訟法(li)
(千ヲ受!I弘 1965 iF) 2i7長J;}-f
41) ;也託11 多 'l't~Élg二長r; 保護込分決定が抗告主義でl収今治された滋合において主主i渓し
を受けた淡路絞判所が対談事件全少年j法20条:こより倹祭主r'ニ送致することのlT:;cほ
かJr flï!~lj 主主 'PH労、1'lJ lý~解説刑事総平成 9 '1-'1支(泣ミf子会‘ 2000王n156夏以下。
42) たとえば，尚111?J正「少年係議守王将二における不利後変史実号I[:J特例評論449号
(半IJ例時綴 1564~j-， 1996年)227 rf以下，務野尋之「少年後、i考と不利主主変更禁止!jf
l!日j法学セミナ-504号(1守9651')8]苛J;)， f，小泉怜淡 f少年係議事件と不平日後変
!Ji!災1:おitlせとの関係Ji去の支詑 1()4号 (1守9751')851ef以下，鈴木茂綴 f少年仮設事
件と不利主主変更の禁I:J HlIE~綴. i狩lH?主13)174 le[以下， 111¥紋ft 少年保護手続
と不利主主変更禁止の!氏自立;研修5守5+} (1998 !tro) 15交以下，猪瀬慎一郎 f少年洛判
手絞と不利主主変更禁止の深刻PjZ成 9i[o皮汲姿判的主説j ジュリスト磁1寺lI'lFIJ
1135 i子(19守8iT')195fW、下
43) この関係-e，lili~~:i 及、i可決の解決(1形式j としての法隆i訟の持続iみ) {f妥当だとし
ながら，ミjTri的な判示の切さにある質的なもの3をこそ見なければならないj
とする，科医li1lE 少年途採学科二の欽淡一 ぷJ:{!l奴i十j口事{fJ二における司法の立任とj1
;ill~ 法律終報 70 怒 l 号(1998 {ド)3]之の指摘は，適切なものである c
-14) 111絞総 rLllfJ法学救援 351i} (2009年)116交c
45) たとえば，認~手議之「少年後将 ílilJ皮へのおtljiれ法学セミナ- 4i7 -7子(1994'[O) 6 
夜以下ー (1沢村i六J 少年審判とーヨパミ湾総効 i玄:fllf寺毅67巻 7f} (lヲ95ij三)29 Ff 







が活発fとした。その結果として， 2000年 1月に少年法が改正され，翌年の 4
!=J 1日から路行されている。 2000年改正の内容は多較にわたっているカ146)，
その一環として!日 46条も改正され，現行 46条の規定ぶりになったc 46条
:ふ IB46条二本文と同趣旨の規定を 1項に誼いたうえで，新たに 2項{f設け

















































46) 呉体的な内容の詳者Iについては， Lli斐ほか・Il百IH注 32)参照。
47) j去ilU洛議会少年法務会第 78沼会議 (1998irゐ 11FJ 30 11)議事録為、よび588むi司会
([弓 12n 11 EI)議事録参lI.'なっ
48) たとえば， 111:1'前LBi主28)4551'， 主主的・誌なIli:i:13) 181~ふ if:升ー ばか.ljI 1.1.¥ i: 
i) 355]'[， /鉛領 'li立tllaJ1) 204玄以下。
25 
49) '11斐ほか・ fIiHlW:32) 213 n以 i さらに，北村吉If抗手'[， --'jI不flJ.i!¥¥効，保終
込う)'0)1収;均し;成瀬健二編集代表了少fPJJf'I:iR 'tli '1可決 50ill (交花;iW)}， 2010 i[:) 
2.JI r以下c
50) 他方， "'1'箆克彦「不処分決定とそJ~不fl}J!!lがI)J 斉族主主治コ守綴克彦総務，.少年法
の，iョ:;むと展望第 1巻(成文:~i~; ， 2005 {F) 148廷は， 1[1 46条の議論のE豆長 1:でー
;改正法も.検祭官がfil与した鳴子干を.-念のために規定したと読むことは不可能ではな
いて、あろう」とする
51) )uUlJif犬 5少年法講義(成文堂， 2010 ir') 267 FL 























































































54) 1M?絞・ riJtJ¥i34) 201 l'L 
*ヰ王者C，i(ふ 2010年度ノtッへ研究奨励金ト八-2(特定研究助成・一役)(こもとづく
研究成泉のー郊である 3 記して謝意を表するつ
29 
